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癒着解除術＋C4-6 Lift-up laminoplasty
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46歳/男性

術前　　　　　　　　　　      術後 9 ヶ 月 　 　 　 　 　 　 　 　

術前　　　　　　　　　　　　　　　術直後　　　　　　　　　　　　　術後 8 ヶ 月 　 　 　 　 　 　 　 　
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【背景】
分娩障害のため、生下時より両上肢運動障害あり。最近数ヶ月で両上肢運動障害、歩行障害が増悪し、
四肢のしびれ感も出現。

【入院時神経学的所見】
MMT：両肩関節2／5、肘関節以遠3／5、両下肢5／5　
握力：右8kg　左5kg
四肢痛覚鈍麻あり　深部感覚障害なし　
下肢深部腱反射亢進　
痙性歩行

【診断】
癒着性くも膜炎

術前　　　　　　　　　　 　　術後 1 1 ヶ 月 　 　 　 　 　 　 　 　

【背景】
5ヶ月前より左手のしびれが出現し、2ヶ月前より左手の巧緻運動障害が出現。
その後、右手の巧緻運動障害および歩行障害も出現。

【入院時神経学的所見】
MMT：左上肢2～3／5、右上肢4／5、左下肢3／5、右下肢5／5
握力：右15kg　左11kg
両下肢痛覚鈍麻および深部感覚障害あり　
深部腱反射：四肢ともに亢進　
痙性歩行

【診断】
頸髄髄内腫瘍（退形成性上衣腫　grade3）

36歳/女性腫瘍部分摘出＋C2-4 Lift-up laminoplasty

術前　　　　　　　　　　　　　術後 8 ヶ 月 　 　 　 　 　 　 　 　

術前　　　　　　　　　　　　　　術直後 　 　 　 　 　 　 　

術前　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　 術後 6 ヶ 月 　 　 　 　 　 　 　 　

　術中写真 　術中写真

リフィット

骨の連続性が
確認できる

当科では頸椎変性疾患のみではなく、腫瘍を含めた硬膜内病変に対しても従来からLift-up式椎弓

拡大形成を行っている。本製品はチタン製でスペーサーとプレートが一体構造をしており、左右対称

に設置することで強固な固定も得られる。また、リフィット （HA＋コラーゲン）をバスケット内へ充填する

ことで、術後6ヶ月頃から良好な骨癒合が確認できる。

手術の
ポイント 症例1、2ともに十分な椎弓拡大形成により、術直後から脊髄に対する減圧が可能であった。

また、硬膜内手術の際には、椎弓形成後に十分な硬膜下スペースを確保できることにより、

術後のくも膜癒着に対する予防として有用であると考える。
※

※販売名　リフィット　コラーゲン使用人工骨　医療機器承認番号22400BZX00222000


	ケースレポート表紙151023_4_OL
	ケースレポート中151020

